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問 1 下記の図はスタックの動作を模式化したものである。指示にしたがって図を完成しなさ

い。(1点)

push x

x

push y

x

y

pop

x

push x

x

x

push z

x

x

z

pop

x

x

pop

x

push y

x

y

評価基準 解答例に準じた解答であれば 1点。



問 2 以下のアセンブラ言語 (CASLⅡ)によるプログラムを実行したとき、変数 ANSに設定さ

れる値を 10進数で答えなさい。(2点)

ラベル 命令コード オペランド

FFUN START プログラム開始 (OSから処理を継続)

LD GR0,NUM1 レジスタ GR0に定数 NUM1の値を代入

LD GR1,NUM1 レジスタ GR1に定数 NUM1の値を代入

LD GR2,NUM1 レジスタ GR2に定数 NUM1の値を代入

LD GR3,NUM0 レジスタ GR3に定数 NUM0の値を代入

LOOP ADDA GR0,GR2 レジスタ GR0の値にレジスタ GR2の値を加え、GR0に代入

ADDA GR3,NUM1 レジスタ GR3の値に定数 NUM1の値を加え、GR3に代入

LD GR2,GR1 レジスタ GR2にレジスタ GR1の値を代入

LD GR1,GR0 レジスタ GR1にレジスタ GR0の値を代入

CPA GR3,NUM2 レジスタ GR3の値と定数 NUM2の値を比較 (フラグ変化が伴う)

JNZ LOOP ゼロフラグ ZFが偽 (0)ならばラベル LOOPにジャンプ

ST GR0,ANS レジスタ GR0の値を変数 ANSに書き出す

RET 命令終了 (OSに処理を返す)、以下の部分はデータ

NUM0 DC 0 定数名NUM0の定数に 10進数 0を設定

NUM1 DC 1 定数名NUM1の定数に 10進数 1を設定

NUM2 DC 8 定数名NUM2の定数に 10進数 8を設定

ANS DS 1 変数名ANSの変数に 1語 (16ビット)を確保

END プログラム終了

より詳しく調べるために、ループ (繰り返し)ごとにレジスタの値の変化を追ってみる。

ループ回数 GR0 GR1 GR2 GR3

初期値 1 1 1 0

1 2 2 1 1

2 3 3 2 2

3 5 5 3 3

4 8 8 5 4

5 13 13 8 5

6 21 21 13 6

7 34 34 21 7

8 55 55 34 8

以上より、このプログラムは、

1, 1, 2, 3, 5, 8, 13, 21, 34, 55, · · ·

のようにフィボナッチ数列を求めている。

答 ANS = 55

評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。



問 3 以下の文章はオペレーティングシステム (OS)について述べたものである。空欄に適切な

語句を入れ文章を完成しなさい。(3点)

(1) オペレーティングシステムは、人間がコンピュータを効率的良く利用するためのソフトウェ

ア群で、ハードウェア資源の有効活用・コンピュータ操作と運用の支援・信頼性と安全性の確保

などの目的を実現する。そのため、オペレーティングシステムは 基本ソフトウェア と

も呼ばれる。

(2) 狭義のオペレーティングシステムは、オペレーティングシステムの中心となる本体プログラ

ムである カーネル (Kernel) を差し、ジョブ管理・タスク管理・データ管理・記憶管理・

通信管理などを行う。さらに、ユーティリティ (サービスプログラム)・言語プロセッサ・ミドル

ウェアなど含めたプログラム群を広義のオペレーティングシステムと呼ぶ。

(3) 現在利用されているモダンなオペレーティングシステムの主な特徴は、タイムシェアリング

システム (TTS; 時分割システム)と仮想記憶方式で、これらはケン・トンプソンとデニス・リッ

チーによって開発されたUNIXの影響を多分に受けている。特に、タイムシェアリングシステム

はマルチユーザとマルチタスクを実現し、複数の人が複数の仕事を平行して進めることができる。

(4) オペレーティングシステムが提供するユーザインタフェースには、マウスなどを使って人間が

直感的にコンピュータを操作できる グラフィカルユーザインタフェース (GUI)
とコマンド (文字列)を入力してコンピュータを操作するキャラクタユーザインタフェース (CUI)

がある。現在は、前者のおかげで誰もが容易にコンピュータを扱うことができる。

評価基準 空欄が正しく埋められていれば各 1点。


